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学
生
時
代
に
用
い
た
教
科
書
の
知
見
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
。
思
想
史
学
を
含
む

歴
史
学
で
も
同
じ
で
あ
る
。
新
し
い
史
実
が
発
掘
さ
れ

た
り
、
意
味
づ
け
が
修
正
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
歴

史
の
見
取
り
図
は
不
断
に
変
容
を
迫
ら
れ
る
。

西
洋
政
治
思
想
史
学
に
お
い
て
、
大
き
な
修
正
を
被

っ
た
の
は
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
の
意
味
づ
け
で
あ
る
。
カ

ル
ヴ
ア
ン
主
義
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ピ
ュ

1

リ

タ
ニ
ズ
ム
は
、
近
代
の
政
治
思
想
の
う
ち
も
っ
と
も
重

要
視
さ
れ
て
き
た
系
譜
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
良
心
の
自

由
な
ど
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
結
び
つ
く

(
そ
れ
ゆ
え
に
「
近
代
的
」
と
形
容
さ
れ
た
)
政
治
的
価

値
の
形
成
に
果
た
し
た
役
割
ゆ
え
で
あ
る
。
ヴ
ェ

l
パ

l

の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
カ
ル

ヴ
ア
ン
主
義
を
中
心
に
近
代
政
治
思
想
史
の
展
開
を
理

解
し
て
き
た
こ
と
が
、
近
年
で
は
聞
い
直
さ
れ
て
い

る
。
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」
と
意
味
づ
け
さ
れ
て
い

た
政
治
変
動
は
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦
」
や
「
三
王

国
戦
争
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
間
の
罪
深
さ
、
神
と
人
間
の
隔
絶
を
強
調
す
る
カ

ル
ヴ
ア
ン
主
義
は
、
神
の
意
志
の
絶
対
性
を
説
く
主
意

主
義
の
思
想
で
あ
る
。
ヴ
ェ

l
バ
l
は
、
こ
こ
か
ら
世

俗
内
禁
欲
が
逆
説
的
に
導
か
れ
た
こ
と
を
ス
リ
リ
ン
グ

に
示
し
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
は
、
人
間
の
自
由
意
志

の
役
割
を
認
め
て
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
を
批
判
し
た
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ス
主
義
が
近
代
科
学
や
啓
蒙
の
形
成
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
し
た
。
日
本
で
も
、
た
と

え
ば
山
田
園
子
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ス
主
義
』
(
聖
学
院
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
)
は
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
と
政
治
変
動
の
関
連
を
解
明
し
て
、

カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
中
心
史
観
を
批
判
し
た
。

原
田
健
二
朗
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
|

神
学
と
政
治
の
連
関
|
』
(
一
一

O

一
四
)
も
、
反
カ
ル

ヴ
ア
ン
主
義
の
系
譜
に
着
目
す
る
こ
う
し
た
研
究
動
向

の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
ィ
チ
カ
ッ
ト
、
ヘ
ン
リ

1

・
モ
ア
、

ラ
ル
フ
・
カ
ド
ワ

l

ス
、
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
ら
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
と
呼
ば
れ
て
き
た
一
七
世

紀
中
期
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
を
新
た
な
視
角
か
ら
解

説
し
た
力
作
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
に

対
抗
し
て
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
受
容
し
な
が
ら
理
性

や
自
由
意
志
の
役
割
を
重
視
し
た
。

も
と
よ
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
を
カ

ル
ヴ
ァ
ン
主
義
と
対
抗
関
係
に
置
く
構
図
そ
の
も
の

は
、
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
て
き
た
カ
ツ
シ

l

ラ

l

『
英
国
の
プ
ラ
ト
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
(
三
井
礼
子

訳
、
工
作
舎
、
一
九
九
三
、
原
著
一
九
五
三
)
と
同
様
で

あ
る
。
カ
ッ
シ

l

ラ

1

は
、
ピ
ュ

l

リ
タ
ニ
ズ
ム
と
経

験
論
と
い
う
、
い
ず
れ
も
「
活
動
」
を
重
視
す
る
近
代

思
想
と
対
峠
し
て
「
観
想
」
を
重
視
し
た
系
譜
と
し
て

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
を
理
解
し
て
、
イ
タ

リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
人
文
主
義
を
架
橋
す
る

思
想
史
的
位
置
を
与
え
た
。
し
か
し
本
書
は
、
彼
の
解

釈
に
正
面
か
ら
挑
ん
で
い
る
。
第
一
は
カ
ツ
シ

l

ラ
ー

が
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
中
心
史
観
を
回
避
し
た
と
は
い

え
、
や
は
り
近
代
思
想
史
を
世
俗
主
義
・
合
理
主
義
へ

と
至
る
筋
書
き
で
理
解
し
て
、
そ
の
枠
組
み
を
遡
及
し

て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
を
解
釈
し
た
点
で

あ
る
。
原
田
は
こ
れ
に
対
し
て
、
彼
ら
の
思
想
の
基
本

的
特
徴
を
宗
教
性
・
非
世
俗
性
に
求
め
る
。

第
二
の
批
判
は
、
観
想
主
義
と
の
解
釈
に
向
か
っ
て

い
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
は
、
同
時
代

の
政
治
状
況
や
実
践
的
課
題
に
応
答
し
た
思
想
家
で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
内
戦
期
か
ら
復
古
王
政
期
を

生
き
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
が
直
面
し
た

の
は
、
宗
派
対
立
や
宗
教
的
熱
狂
の
克
服
、
つ
ま
り
は

コ
ン
ブ
エ
ツ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
克
服
と
い
う
実
践
的
・

理
論
的
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
理
解
を
ふ
ま
え
て

本
書
は
、
ま
ず
第
一
部
に
お
い
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ

ラ
ト
ニ
ス
ト
の
反
主
意
主
義
的
な
神
学
体
系
を
解
明

し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
第
二
部
で
、
彼
ら
の
政
治
思
想

を
再
構
成
す
る
。
本
書
に
は
繰
り
返
し
も
多
い
が
、
そ

れ
は
こ
の
思
想
系
譜
を
さ
ま
ざ
ま
に
分
節
化
し
て
分
析

す
る
が
ゆ
え
で
あ
り
、
読
者
は
、
螺
旋
状
に
彼
ら
の
思

想
世
界
に
誘
わ
れ
る
。

第
一
部
で
中
心
主
題
と
な
る
の
は
、
神
と
人
間
の
関

係
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
神
の
全
能
性
を
前
提
と
す

る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
人
間
の
役
割
や
能
力
を
ど

う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
伝
統
的
な
論
点
が
テ

l

マ
で

あ
る
。
神
と
人
間
の
隔
絶
を
説
く
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
に

対
し
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ブ
ラ
ト
ニ
ス
ト
は
、
神
と
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人
間
の
相
互
交
流
を
語
る
。
自
ら
の
完
全
性
を
現
示
し

よ
う
と
し
た
神
が
創
造
し
た
人
間
に
は
、
生
得
的
に

「
理
性
の
光
」
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
「
神
の
似
姿
」

を
分
有
し
て
い
る
。
人
間
は
そ
れ
を
手
が
か
り
に
「
神

へ
の
参
与
」
を
な
し
て
、
神
の
恩
恵
の
も
と
に
「
神
の

似
姿
」
へ
と
再
創
造
さ
れ
る
べ
き
存
在
だ
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

魂
の
根
底
に
神
性
を
認
め
る
こ
う
し
た
神
的
生
得
性

の
発
想
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
援
用
し
て
語
ら
れ

た
。
超
越
的
創
造
主
か
ら
流
出
し
た
ヌ

l

ス
(
知
性
)

に
よ
り
創
ら
れ
た
霊
魂
は
、
感
覚
界
か
ら
叡
知
界
に
上

昇
し
て
神
に
関
す
る
認
識
を
得
る
、
と
い
う
プ
ロ
テ
イ

ノ
ス
の
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
原
田
が
強
調
す
る
よ
う

に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
は
、
こ
の
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
思
想
を
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
護
教
の
た
い
め
に

受
容
し
た
。
善
の
流
出
と
し
て
、
ロ
ゴ
ス
の
働
き
に
よ

っ
て
天
地
創
造
は
な
さ
れ
た
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の

理
解
は
、
神
の
意
志
で
な
く
神
の
善
性
の
優
位
を
説
い

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
原
田
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ

ラ
ト
ニ
ス
ト
の
自
然
法
論
に
つ
い
て
、
主
意
主
義
的
自

然
法
の
先
駆
と
み
な
す
近
年
の
研
究
動
向
を
批
判
し

て
、
あ
く
ま
で
神
学
的
主
知
主
義
・
客
観
主
義
的
実
在

論
の
系
譜
に
お
い
て
理
解
す
る
。

も
と
よ
り
被
造
物
は
神
に
は
な
り
え
な
い
。
救
済
に

は
神
の
恩
恵
が
不
可
欠
で
あ
り
、
神
人
関
係
は
あ
く
ま

で
非
対
称
で
あ
る
。
し
か
し
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト

ニ
ス
ト
は
、
人
間
の
能
動
性
(
自
由
と
責
任
)
を
重
視

す
る
。
そ
れ
は
、
神
の
善
性
に
適
う
よ
う
に
霊
的
完
成

に
向
け
て
可
謬
的
本
性
を
改
善
し
続
け
て
、
神
の
再
創

造
の
業
へ
と
参
与
す
る
能
動
性
で
あ
る
。
可
謬
的
な
人

間
を
神
へ
と
向
か
わ
せ
る
の
が
、
理
性
、
自
由
意
志
、

愛
の
役
割
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
理
性
は
「
個
人
の
内
面

に
属
す
る
自
由
な
力
能
」
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は

「
神
へ
の
参
与
」
を
志
向
す
る
あ
く
ま
で
宗
教
的
な
概

念
で
あ
る
。
原
田
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
し
て
信
仰

と
理
性
の
調
和
を
説
い
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ

ス
ト
は
、
「
信
仰
と
理
性
の
双
方
の
過
度
」
を
防
ぎ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
的
迷
信
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
熱
狂
、
無

神
論
の
治
癒
を
め
ざ
し
た
。
理
性
を
掲
げ
て
人
関
の
可

謬
性
を
説
き
、
万
人
の
一
致
点
を
探
る
か
た
ち
で
、
宗

派
対
立
の
克
服
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
実
践
的
目
的
か
ら
、
彼
ら
は
国
教
会
の
内
部
に

最
大
限
の
多
様
性
を
包
摂
し
て
、
国
教
会
外
に
も
寛
容

を
認
め
る
立
場
で
あ
っ
た
。
本
書
第
二
部
は
こ
の
教
会

論
の
よ
う
に
、
現
世
や
そ
こ
で
の
実
践
に
関
わ
る
議
論

を
分
析
す
る
。
来
世
に
向
け
た
道
徳
的
準
備
と
し
て
、

現
世
に
お
い
て
も
、
信
仰
に
基
づ
い
た
道
徳
的
行
為
が

要
請
さ
れ
る
。
原
田
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ

ス
ト
の
黙
示
録
・
千
年
王
国
論
か
ら
歴
史
意
識
を
抽
出

し
て
、
彼
ら
が
「
中
間
的
現
世
」
を
軽
視
は
せ
ず
、
来

世
に
向
け
て
の
神
と
の
交
わ
り
と
い
う
非
政
治
的
目
的

に
奉
仕
す
る
相
対
的
意
義
を
認
め
て
い
た
と
結
論
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン

主
義
の
内
在
的
理
解
の
次
元
に
お
い
て
、
国
際
水
準
の

研
究
を
岨
鴫
し
て
独
自
の
成
果
を
提
示
し
た
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
本
書
の
成
果
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
よ
り
広

い
思
想
史
研
究
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
指
摘
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
な
に
よ
り
、
コ
ン
フ
エ
ツ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
克

服
と
い
う
理
論
的
・
実
践
的
課
題
を
初
期
近
代
の
政
治

思
想
の
多
く
が
共
有
し
て
い
た
、
と
い
う
近
年
の
研
究

知
見
を
着
実
に
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・

プ
ラ
ト
ン
主
義
の
思
想
営
為
を
そ
の
ひ
と
つ
の
ヴ
ァ

l

ジ
ョ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
た
意
義
は
大
き
い
。
宗
教
改

革
よ
り
も
、
宗
教
対
立
の
思
想
史
的
意
味
を
重
視
す
る

歴
史
理
解
が
、
こ
こ
で
の
前
提
で
あ
る
。
コ
ン
ブ
エ
ツ

シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
克
服
は
、
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ
ズ
の
主

権
論
だ
け
が
応
答
し
た
課
題
で
は
な
い
。
宗
派
対
立
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
、
い
か
に
規
範
や
社
会
秩
序
の
基
盤

を
再
構
築
す
る
か
、
と
い
う
課
題
に
対
す
る
思
想
的
応

答
は
、
自
然
法
論
、
寛
容
論
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
聖
書
解

釈
、
あ
る
い
は
啓
蒙
の
社
交
・
商
業
・
文
明
論
な
ど
広

範
囲
に
観
察
で
き
る
。
本
書
が
鮮
や
か
に
示
し
た
の

は
、
宗
教
的
理
性
主
義
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
再
定
位

と
い
う
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
応
答
で
あ
る
。

次
に
、
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
思
想
史
理
解
に
お
け
る
貢
献

が
あ
る
。
原
田
は
、
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
経
験
論
を

両
輪
に
し
て
語
ら
れ
る
「
近
代
」
理
解
に
異
議
を
・
申
し

立
て
て
、
「
中
道
的
近
代
」
と
い
う
分
析
概
念
を
提
示

す
る
。
議
会
が
絶
対
王
政
に
勝
利
を
お
さ
め
て
名
誉
革

命
に
お
い
て
立
憲
主
義
・
議
会
主
義
が
確
立
し
た
、
と

い
う
旧
来
の
ウ
イ
ツ
グ
主
義
的
見
取
り
図
は
、
い
ま

や
、
国
教
会
穏
健
派
や
穏
健
王
党
派
を
め
ぐ
る
研
究
、

「
ア
ン
グ
リ
カ
ン
啓
蒙
」
や
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
啓
蒙
」

を
め
ぐ
る
研
究
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
で
は

維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ブ
リ

テ
ン
の
「
近
代
」
は
、
君
主
政
や
国
教
会
と
不
可
分
に

進
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
は
、
次
世
代
の
広

教
会
主
義
に
継
承
さ
れ
て
、
こ
れ
が
名
誉
革
命
体
制
の

基
軸
思
想
と
な
っ
た
。
原
田
は
こ
う
し
た
見
取
り
図
を

採
用
し
て
、
こ
の
系
譜
の
延
長
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

「
中
道
的
近
代
」
「
広
教
会
派
的
近
代
」
「
ア
ン
グ
リ
カ

ン
的
近
代
」
を
位
置
づ
け
る
。
そ
れ
は
、
厳
格
な
カ
ル

ヴ
ア
ン
主
義
を
退
け
て
、
蓋
然
主
義
・
可
謬
主
義
の
立

場
か
ら
国
民
統
合
と
宗
教
的
和
平
を
掲
げ
る
国
教
会
穏

健
派
が
担
っ
た
「
近
代
」
で
あ
る
。
原
田
は
、
こ
の
系

譜
の
特
徴
を
「
中
道
」
に
求
め
る
。
「
広
教
会
派
的
近

代
」
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
、
高
教
会
と
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低
教
会
、
ト

I

リ
!
と
ウ
イ
ツ
グ
、
世
俗
と
宗
教
の
調

和
を
め
ざ
す
中
道
路
線
を
採
用
し
た
よ
う
に
、
そ
の
源

流
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
二
項
対
立
の
中
道
を
歩
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
理

性
と
啓
示
、
自
由
意
志
と
恩
恵
、
行
い
と
信
仰
、
主
知

主
義
と
主
意
主
義
、
内
在
と
超
越
、
自
然
と
超
自
然
、

自
律
性
と
神
律
性
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
と
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
と
い
っ
た
二

項
対
立
の
な
か
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義

は
「
知
的
総
合
」
を
果
た
し
た
「
大
い
な
る
折
衷
主

義
」
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

こ
う
し
た
分
析
は
基
本
的
に
は
説
得
的
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
論
じ
う
る
こ
と
も
潜
ん
で
い
る
。
暖
昧
な
部
分

も
残
る
。
た
と
え
ば
「
神
学
と
哲
学
、
す
な
わ
ち
創
造

論
と
存
在
論
」
や
、
「
宗
教
と
世
界
、
神
学
と
政
治
、

ま
た
超
越
と
内
在
の
両
論
理
」
の
よ
う
に
、
レ
ト
リ
カ

ル
な
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
を
多
用
す
る
著
者
の
叙
述
ス
タ
イ

ル
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
こ
項
対
立
が
ひ
と

つ
の
二
項
対
立
の
展
開
形
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を

与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
意
味
を
暖
味
に
し
て
し
ま

う
。
中
道
的
・
折
衷
的
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
の
繰
り

返
し
は
、
中
道
的
で
は
な
か
っ
た
部
分
を
暖
昧
に
も
し

て
い
る
。
ア
ン
グ
リ
カ
ン
国
教
会
に
は
、
一
方
で
キ
リ

ス
ト
教
会
と
し
て
の
使
徒
伝
承
性
と
い
う
側
面
、
他
方

で
は
世
俗
権
力
に
ょ
っ
ち

a設
立
さ
れ
て
、
王
が
教
会
の

首
長
で
あ
る
と
い
う
エ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
主
義
の
側
面
が
あ

る
が
、
こ
の
論
点
に
お
い
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト

ニ
ス
ト
は
中
道
的
で
な
い
。
原
因
は
、
彼
ら
が
エ
ラ
ス

ト
ゥ
ス
主
義
に
否
定
的
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

だ
が
そ
れ
以
上
に
、
中
道
性
・
折
衷
性
を
強
調
し
た

こ
と
で
興
味
深
い
か
た
ち
で
顕
在
化
し
て
い
る
の
は
、

思
想
の
系
譜
分
類
を
め
ぐ
る
思
想
史
学
上
の
問
題
で
あ

る
。
原
田
が
な
に
よ
り
力
を
注
い
だ
の
は
ケ
ン
ブ
リ
ツ

ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
内
在
的
分
析
で
あ
る
が
、
そ
の

う
え
で
本
書
は
、
二
次
文
献
を
渉
猟
す
る
手
続
き
に
よ

っ
て
他
の
思
想
系
譜
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お

り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
思
想
史
的
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
与
え
て
い
る
。
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
は
も

と
よ
り
、
ス
ト
ア
主
義
、
ト
ミ
ズ
ム
、
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ス
主
義
」
、
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ン
グ
リ
カ
ン
」
、
「
広
教
会
主

義
」
な
ど
と
の
関
連
や
異
同
で
あ
る
。
折
衷
的
と
い
う

こ
と
は
、
別
の
系
譜
と
さ
れ
る
思
想
と
共
通
性
を
そ
な

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
本
書
が
論
じ
た
以
外
に

も
、
た
と
え
ば
国
教
会
論
、
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
、
復
古
王
政

理
解
で
は
、
よ
り
世
俗
的
な
復
古
王
党
派
と
の
共
通
点
が

多
い
)
。
結
果
と
し
て
本
書
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ

ラ
ト
ン
主
義
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
部
分
的
共
通
性
が

入
り
乱
れ
る
、
幅
広
い
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
共
時
的
・
通

時
的
な
思
想
世
界
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
複
数
の
部
分
的
共
通

性
が
オ

i
ヴ
ァ

1

ラ
ッ
プ
す
る
そ
う
し
た
思
想
世
界

に
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
系
譜
分
類
を
与
え
る
か
と

い
う
問
題
が
待
っ
て
い
る
。
折
衷
性
を
強
調
す
る
原
田

の
分
析
結
果
か
ら
は
、
一
九
世
紀
に
遡
及
的
に
命
名
さ

れ
た
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
」
と
い
う
分

類
そ
の
も
の
を
相
対
化
す
る
視
座
も
得
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
本
書
が
「
体
制
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
」
や
「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ン
グ
リ
カ
ン
」
と
の
微
妙
な
異
同
を
指
摘
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
定
義
に
つ
い
て
は
寡
黙
的
で
あ

り
、
国
教
会
内
部
の
思
想
配
置
に
つ
い
て
陵
味
な
部
分

を
残
す
の
は
、
著
者
自
身
が
以
上
の
こ
と
を
意
識
し
た

こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
関
係

で
あ
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ニ
ス
ト
が
、
カ
ル

ヴ
ア
ン
主
義
と
の
対
決
の
な
か
で
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が

論
じ
て
き
た
「
神
の
似
姿
」
や
「
自
由
意
志
」
の
概
念

に
依
拠
し
た
か
ら
で
あ
る
。
原
田
も
ト
ミ
ズ
ム
か
ら
の

影
響
を
さ
ま
ざ
ま
に
示
唆
す
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ

ラ
ト
ニ
ス
卜
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
批
判
し
て
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
に
依
拠
す
る
か
た
ち
で
教
義
を
論
じ
た
が
、
し

か
し
実
質
を
見
れ
ば
、
ト
ミ
ズ
ム
と
の
関
連
は
無
視
し

え
な
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
中
世
と
近
代
を

峻
別
す
る
思
想
史
の
見
取
り
図
(
あ
る
い
は
、
世
俗
主

義
と
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
に
よ
っ
て
近
代
を
特
徴
づ
け
る
歴

史
理
解
)
は
、
近
年
、
自
然
権
や
契
約
論
・
抵
抗
権
の

思
想
を
め
ぐ
る
個
別
研
究
を
通
じ
て
再
検
討
が
迫
ら
れ

て
お
り
、
中
世
と
近
代
の
、
あ
る
い
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

と
近
代
思
想
の
連
続
性
が
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
本
書
の
成
果
も
、
そ
う
し
た
新
し
い
思
想
史
の
見

取
り
図
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
そ
の
意

味
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
の
自
由
意
志
論
の
役
割
を

重
視
し
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク

の
伝
統
」
の
継
続
を
示
し
た
半
海
孝
麿
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

思
想
史
の
な
か
の
自
由
』
(
創
文
社
、
二

O
O
六
)
が
本

書
と
併
読
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
も
と
よ
り
、
か

つ
て
の
カ
ル
ヴ
ア
ン
主
義
中
心
史
観
を
相
対
化
す
る
に

せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
が
歴
史
家
と
し
て
問
う
べ
き
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
か
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
と
い
う
信

仰
の
次
元
で
は
な
い
。
コ
ン
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の

克
服
と
い
う
課
題
は
、
初
期
近
代
の
思
想
家
だ
け
で
な

く
、
キ
リ
ス
ト
教
政
治
思
想
の
リ
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
に
従
事

す
る
現
代
の
思
想
史
家
も
共
有
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
を
も
与
え
る
。

(
い
ぬ
づ
か
・
は
じ
め
東
北
大
学
教
授
/
政
治
学
史
)
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